
今は、自分自身を磨くとき      校長 有川 直美  
 全校朝会で、「一生で出会う人の数は…？」と問いかけました。人は、人生の中で 

約 30000 人の人と関わりのある出会いをすると言われています。30000 人って想像もつ 

きませんが、私の出身中学校が日本１のマンモス校（生徒数：約 3600 人）と呼ばれて 

いた頃の全校朝会の写真を見せて、30000 人を想像しました。すごい人数です。これだ 

けの出会いがあると、自分自身の人生にとって、貴重な出会いになることもたくさんあります。憧れを抱かせる出

会い、刺激を与える出会いなど、「あの人みたいになりたい。」と思う出会いはいつやってくるか分かりません。し

かも、そう思える出会いがあっても、簡単になれるわけではありません。だからこそ、今は自分自身の良いところを

伸ばしたり、苦手なことにも挑戦したり、自分を好きになり、自分を磨くときです。いつか、「なりたい自分」になれま

すように。そして、「あの人みたいになりたい。」と思われる人になれますように！ 

                                                                                                                             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

創立 147 周年 
米作り 

追い込み漁 
特認校 

学校便り 

７月号 
奄 美 市 立 芦 花 部 小 中 学 校 〜芦花部・有良〜 令和７年７月18日（金） 

９月の主な行事           

１日 (月) 始業式 
  いじめ問題を考える週間（〜7 日） 
５日 (金) 稲刈り 
13 日 (土) 土曜授業 
15 日 (月) 敬老の日 
28 日 (日) 秋季運動会 
29 日 (月) 振替休日 

7 月 12 日（土）、今年も追い込み漁を行いました。 

今回の追い込み漁は、漁師さんなど地域の方々に加えて、大島支庁の皆様、そして名瀬漁業協同組

合の皆様に多大なるご協力をいただきました。事前授業から当日の指導まで、子供たちが安全に、そして

楽しく活動できるよう、きめ細やかなサポートをいただきましたこと、心より感謝申し上げます。また、たくさ

んの保護者の皆様にもご協力いただきました。子供たちの見守りや活動の補助など、本当にありがとうご

ざいました。 

今回の追い込み漁体験を通して、子供たちは奄美の豊かな自然や伝統文化に触れるとともに、協力

することの大切さや命の尊さを肌で感じることができました。この経験を今後の学校生活に生かし、さらに

大きく成長してくれることを期待しています。  

SOS の出し方教室を行いました 
7 月１日（火）、スクールカウンセラーの水野先生に

「SOS の出し方教室」を行っていただきました。「SOS の

出し方教室」は、困った時に助けを求める方法を教える

ためのプログラムです。 

一人で抱え込まずに周囲に

助けを求めることの大切さにつ

いて考える良い機会となりまし

た。 



 夏休みを安全に、有意義に過ごすために 
いよいよ楽しい夏休みが始まります。長い休みだからこそ、規則正しい生活を送り、心身ともに大きく成長する

機会にしてほしいと願っています。ご家庭でも以下の点について、お子様と話し合い、充実した夏休みとなるよう

ご協力をお願いいたします。                                                                                                                                                               

① 生活リズムを整えよう 
夏休みは、学校があるときとは異なり、生活リズムが不規則になりがちです。しかし、早寝早起き朝ごはんを基

本に、毎日決まった時間に活動することで、健康な体と心を保つことができます。 

• 早寝早起き: 毎日同じ時間に寝起きし、十分な睡眠時間を確保しましょう。 

• 朝ごはん: 脳と体のエネルギー源となる朝ごはんをしっかり食べましょう。 

• 規則正しい食事:３食きちんと食べ、栄養バランスの取れた食事を心がけましょう。 

• 適度な運動: 外で体を動かす時間を設け、体力づくりに励みましょう。 

                                                                                                                             

② 家庭学習を計画的に 
これまでの学習内容を復習したり、苦手な分野を克服したりする絶好の機会です。計画を立てて、毎日少しず

つでも学習に取り組む習慣をつけましょう。 

• 学習計画: 1 日の学習時間や内容を具体的に決め、計画表を作成しましょう。 

• 復習と予習: 苦手な教科や単元の復習、２学期の予習に取り組んでみましょう。 

• 読書: 様々なジャンルの本に触れ、読書の楽しさを知りましょう。 

• 体験学習: 博物館や科学館、地域のイベントなど、実体験を通して学ぶ機会も大切           

にしましょう。 

                                                                                                                             

③ 公共のマナーを守ろう 
夏休みは、家族旅行や地域のイベントなど、公共の場に出かける機会が増えます。周りの人への配慮を忘れ

ず、社会の一員としてふさわしい行動を心がけましょう。 

• あいさつ: 気持ち良いあいさつを心がけましょう。 

• 公共の場での振る舞い: 電車やバスの中、お店などでは、大声で話したり走り回ったりし

ないようにしましょう。 

                                                                                                       
④ スマートフォン等の電子メディアの取り扱い 

スマートフォンやゲーム機、インターネットは便利なツールですが、使い方を誤ると、生活習慣の乱れやトラブル

の原因となることがあります。ご家庭でルールを決め、適切に利用しましょう。 

• 利用時間と場所のルール: 使用時間や使用場所を決め、守りましょう。 

• フィルタリング機能の活用: 有害な情報から子どもを守るため、フィルタリング機能を活用

しましょう。 

• 個人情報の管理: 安易に個人情報を公開しないよう注意しましょう。 

• SNS の利用: SNS での誹謗中傷やトラブルに巻き込まれないよう、使い方に注意しましょ

う。困ったときはすぐに大人に相談しましょう。 

                                                                                                                             

⑤ 安全指導の徹底 
夏休みは、水難事故や交通事故、不審者による被害など、様々な危険が潜んでいます。お子様の命を守るた

め、以下の点について十分にご注意ください。 

• 水の事故: 水辺での遊びは保護者同伴で、危険な場所には近づかないようにしましょう。 

• 交通事故: 交通ルールを必ず守りましょう。自転車に乗る際はヘルメットを着用しましょう。 

• 不審者対応: 「いかのおすし」を徹底し、知らない人にはついていかないようにしましょう。 

• 熱中症対策: 暑い日は無理な外出を避け、こまめに水分補給をしましょう。 

• 火の取り扱い: 花火をする際は、保護者同伴で、火の始末には十分注意しましょう。 

                                                                                                                                                       

≪お知らせ≫ 
 ８月 13～15 日の３日間は『学校閉庁日』です。学校への緊急の連絡がある場合は、マチコミメールの「お休み連絡」

でお知らせください。                                                                                                                             


